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基本理念：温故知新、そして、日本一愛される国立公園へ 

妙高戸隠連山国立公園には、古来より受け継がれ、大事にされてきた自然と文化があります。

これらを大切に引き継ぎ、さらに磨きをかける「温故知新」の精神により、より良い国立公園と

して後世につないでいきます。 
また、これまでも多くの人々に愛されてきた地域ではありますが、新たな国立公園となった今、

地域皆が協力してきめ細かな国立公園づくりを行うことで、そこに暮らす・暮らしていた人々は

「住んでよかった・この地に帰りたい」、訪れる人々は「行ってみたい、行って良かった」と思え

るような、日本一愛される国立公園を目指します。 
 
■妙高戸隠連山国立公園の魅力は、「山岳信仰と人々の暮らし息づく、一目五山の風景」です。 

 当国立公園の魅力は、第一に、里や高原から火山・非火山の個性的な形の山々を一望できるこ

とです。まず火山としては、８km ごとのほぼ等間隔にポコポコと並ぶ飯縄山・黒姫山・妙高山、

噴煙をあげる焼山があります。そして非火山としては、ギザギザとして急峻な戸隠連峰やなだら

かな形の火打山、双耳峰の雨飾山などがあります。このように、個性的な形であるため山の名称

を認識しやすい山が、コンパクトな国立公園の中にギュッと凝縮して存在しているため、五つも

の山を一目で認識することができる「一目五山」の風景が公園内の至る所にあり、少し移動する

だけで趣の異なる山容を楽しむことができます。また、多くの高原や、湖・池・湿原なども公園

内に存在しており、里では農の営みも盛んです。そのため、「一目五山」の山並みと、森や水辺、

日本らしい田園風景がセットになった風景を公園内の里や高原の至るところで目にすることがで

き、妙高戸隠連山国立公園らしい風景となっています。さらに、当地域は極めてはっきりとした

四季を有していることから、これらの風景を、春夏秋冬それぞれの鮮やかな色で楽しむことがで

きます。 
第二に、当国立公園内の個性的な山容を持つ山々の多くが、山岳信仰の対象や地域の象徴とし

て、地域の人々に大切にされてきたことです。ここから生じる歴史的な町並みや神社仏閣、祭り

や生活習慣は、現在まで受け継がれています。また、冬の豪雪など美しくも厳しい自然と向き合

ってきた当地では、工夫を凝らした暮らしぶりや、竹細工など自然資源を活用した伝統工芸の発

展等、「自然と共存する知恵を持った文化」が今も息づいています。しかも、コンパクトな国立公

園であるにも関わらず、こういった文化や方言なども地域によって少しずつ異なっており、文化

もギュッと詰まっていると言えます。そして、厳しい自然と向き合い続けてきた当地に暮らす人々

は、温かな人情を持ち合わせています。このように、大地の営みとそれに寄り添う人々の暮らし・

信仰が紡ぐ風景も、本国立公園の大きな魅力です。 
 その他、多種多様な動植物の生息地となっていることも魅力の１つです。例えば、当地域の大

部分が「重要野鳥生息地」に選定されており、野鳥の宝庫となっています。特に、火打山周辺に

生息するライチョウは国内北限の個体群（頸城山系個体群）であり、極めて重要です。また、高

山のお花畑、山地帯のブナの原生林、山麓の湿原や雑木林など、多様な植生が存在しています。

そして、トガクシソウ（トガクシショウマ）やミョウコウトリカブトのように当地域の名前がつ

いている植物もあり、地域の自然資源の象徴となっています。 
さらに、フォッサマグナ帯に位置し世界ジオパークに認定されている「糸魚川ユネスコ世界ジ

オパーク」を含むことや、約７万年の歴史を持ちナウマンゾウ発掘で有名な野尻湖があることな

ど、大地の歴史ロマンや勢いを体全体で感じるといった、地形地質的な魅力もあります。 
 



 

 

 

■妙高戸隠連山国立公園の役割は、「色鮮やかな自然があり続けることと、 

日本一の“自然×文化”の遊学舎

ま な び や

であること」です。 

 国立公園は、日本の優れた自然の証、そして地域の自然の象徴的な存在です。地域の、そして

日本の宝である自然を保全することにより、後世にわたって豊かな自然と四季折々の色鮮やかな

風景があり続ける場であることが、当国立公園の存在する大切な役割の１つです。 
もう１つの役割は、その豊かな自然が節度を持って利用され、人々に様々な体験を与えられる

場であり続けることです。妙高戸隠連山国立公園には、多様な資源とはっきりとした四季がある

ため、「海以外の遊びや学びを、四季折々にできる」ことが特徴です。例えば、初級者から上級者

まで満足できる登山、気軽な自然散策、スキーをはじめとした雪遊び、野尻湖のカヌーをはじめ

とするウォータースポーツ、釣り、サイクリングや高地トレーニングなど、自然を利用した各種

アクティビティを楽しむことができます。これらを体験できる場所は公園内各所に点在しており、

当国立公園全体が、いわば「自然遊びのテーマパーク」となっています。また、動植物の自然観

察、化石発掘体験、地形地質の学習や山岳信仰に関する体験等、知的好奇心を満たす様々な学び

もでき、当国立公園は「自然と文化の博物館」とも言えます。当国立公園ではこのような遊びと

学びの体験を併せ、「“自然×文化”の遊学舎

ま な び や

」と呼ぶこととし、日本で一番、「自然と文化」の「遊

びと学び」が充実した国立公園となることを目指します。 
また、「癒しの場」となることも、当国立公園の大切な役割の１つです。小谷温泉や妙高高原温

泉郷など歴史ある温泉が豊富であることをはじめとして、森林セラピー、地域色豊かな郷土食や

温かい心を持つ人々とのふれあい、日本の原風景を思わせる心落ち着く風景などから、当国立公

園は人々の心を癒す場であります。 
そして、妙高戸隠連山国立公園はコンパクトな国立公園であるため、これらを体験できる場所

もギュっと凝縮していて、短期間に複数の体験をすることができます。また、北陸新幹線や高速

道路から近い地域も多く観光客のアクセスが良いとともに、近隣市街地から近いことで地域住民

も気軽に足を運ぶことができる、地域に根ざした国立公園でもあります。 
 
■妙高戸隠連山国立公園の保全・利用の目標は、「先人が築き守ってきた自然と文化を、 

私たちが自信をもって子供たちに引き継ぐこと」です。 

 妙高戸隠連山国立公園には、古来より受け継がれてきた自然と文化があります。守るべき風景

や動植物、文化等が何であるのかを再認識した上で、保全します。また、守られた資源を節度を

持って利用し、多くの人が自然を楽しむ場にするとともに、自然を大切にする意識を醸成する場

とします。なお、単純に多くの利用者があれば良いということではなく、自然の状況や地域に応

じて適正な利用者数があることを大切にします。自然や文化が守られ、その自然や文化を求めて

多くの人が訪れる国立公園となることで、そこに暮らす・暮らしていた人々は「住んでよかった・

この地に帰りたい」、訪れる人々は「行ってみたい、行って良かった」と思えるような国立公園と

なり、国立公園が地域の糧となります。 
 これらを実践するのは、今、ここにいる私たちです。私たちが豊かな自然を守り活かし、自信

をもって子供たちに引き継いでいきます。 


